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次に、出生率の低下である。本邦における 2011 年（平成 23）の出生数は 105 万 698 人
であった。合計特殊出生率（一人の女性が一生に産む子供の平均数）は、2005 年（平成 17）
には 1.26にまで減少したが、景気が回復したことや 30代後半である団塊ジュニアの駆け込み出産
などの理由により、2006年（平成 18）以降上昇方向へ転じ、2009年（平成 19）には 1.37となった。
































て心中に走る場合すらある。」と報告している。児童の生命が断たれた事例は昭和 45 年 1






















































































ットワークは、死亡率を低下させるはたらきもある。Berkman and Syme(1979)による 9
年間の追跡調査では、社会的ネットワークの多い人は少ない人に比べて、死亡率は 2 分の













































































の自己イメージが関連する（渡邉・篠原、2010, Brown et al., 1986, Belsky 1984, 川井ら、 
1994, Bloomfield and Kendall, 2012, Jones and Prinz, 2005, Sevigny and Loutzenhiser, 
2009）ことが報告されている。例えば、育児に対する自己効力感は母親役割を促進させ子
どもの行動や発達に肯定的に影響する(Coleman and Hidebrant, 2000)。育児に対する高
い自己効力感は、育児に適応的であり暖かい環境を与え(Donovan et al., 2005)、育児に没
頭でき(Mash and Johnson, 1983)、活動的な対処方法で育児への挑戦をすることができる



























































② 親の個性と育児不安との関連  
養育初期の母子関係における母親自身の個性の影響は、例えば母親の感情表現、特に抑
うつが乳児との相互作用に及ぼす影響についての研究によって示されている
(Hernandez-Reif et al., 2006)。 
さらに、母親の個性の影響は、母親がわが子について評定する Carey の ITQ (Infant 
Temperament Questionnaire)への 回答において、乳児を difficult と知覚する母親と easy
と知覚する母親の特徴を比較検討した一連の研究によっても示唆されている。  







































































第２節 妊娠・出産にまつわる母親の問題  
第 1 項 産後うつ病と出産時との問題 






また、母親の産後の抑うつ状態は、乳児との絆を阻害するため（Murray et al., 1996; 
Martins and Gaffan 2000)、愛着関係が築きにくいと考えられる。うつ状態の母親は、子
どもとの応答に繊細さに欠け、子どもに否定的な認知を持つ(Goodman and Gotilb, 1999; 
Cicchetti and Toth, 1998; Weinberg and Tronick 1998; Feldman 2007)。この繊細さの欠
如は、その子どもたちの学童期、青年期の認知や社会的感情の表出の低さと関連がある
(Murray et al., 2011; Beck, 1998; Weinberg and Tronick, 1998; Cooper et al., 2003; 
Kim-Cohen et al., 2005)。 
母親の産後の抑うつ状態は、子どもの長期間にわたり影響があると報告されている。子
どもの認知、神経学的、社会および感情の成長に否定的な影響を与える(Feldman 2007; 
Murray and Cooper, 1997)。そして、子どもに長期の精神病の発達のリスクを高め
(Cicchetti and Toth, 1998; Murray and Cooper, 1997)、後の人生のいくつかの時点でうつ




機能を消失させ(Lydon-Rochelle et al., 2010)産後 5 日後、5 週間後、3 ヶ月後のうつ病の
リスクを大幅に上昇させる(Boyce and Todd, 1992; Bick and MacArthur, 1995)。帝王切開
や鉗子・吸引分娩を体験した母親は、乳児との絆が結びにくく、また産後の気分障害など
がみられやすく(Glazenar 1997; Gjerdingen et al., 1993)、乳児へのイライラ感や怒りを





























































告されている（例えば、Sadler et al., 2001；Waldcnstron et al., 1996)。 




満足度に影響を及ぼすことが多くの研究で明らかにされている（例えば，Fawcett et al., 
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l992；Sadler et a1., 2001；Seguin et al.,1989)。それらの主なものは緊急帝王切開や異常
分娩と産科スタッフの対応に関する記述であった（CranIey et al，1983；Fawcett et a1., 
1993；Marut et al., 1979；Mercer, 1983)。帝王切開分娩であった母親は経腟分娩した人










al.,1990；Mercer et al.,1983；Norr et al.，1977；Sadler et al, 2000； Waldenstron et al., 
1996)。また、適切な情報の提供と説明、処置やケアの決定への参加、助産師の 1 対 1 に
よるケア、産婦のそばに寄り添う助産師（doula） の存在は母親に満足感を与えるとされ


















ば，Charles et al., 1978；Norr et al.，1977)。準備クラスの参加者は分娩中に鎮痛剤や麻
酔の使用が少ないという見解が報告されている（例えば、Bennett et al.,1985；Timm，






























させていることも報告している。また、同様の研究として Bennette(1985)は第 2 子を
出産した母親は、第 1 子の出産を否定的に認知するようになっていると報告した。そ
して、出産体験の否定的体験は、記憶として長く続くことも報告されている（我部山ら、
1998; 大久保、1998; Simkin, 1991）。 
 





























Nikendei et al., (2005）は、否定的な気分状態における、否定語の処理についての研究を
行った。その結果、否定的な気分状態にある人は、そうでない人よりもより否定語を選択





















































































































第 3 項 本論文の構成 














 第 4 章（研究Ⅲ）では、未就学児をもつ母親の妊娠・出産体験の記憶と自己イメージ、
育児体験認知との関連性や影響を明らかにするために因果モデルを構築することにした。 


























































アプガースコア１分後 8.99 ± 1.21 9.02 ± 1.10 0.45 n.s.
所要時間（分） 791.75 ± 956.49 821.69 ± 1068.96 0.47 n.s.
出血量 433.77 ± 314.54 440.39 ± 304.97 0.33 n.s.











第 3 節 作業仮説 
本研究の目的を達成するために、以下の仮説を設けた。 
 
仮説１． 妊娠・出産トラブル体験記憶と育児体験認知とは関連がある。  
  
仮説 2． 妊娠・出産トラブル体験記憶と否定的な自己イメージは関連している。 
 





第 4 節 本研究の倫理的配慮 
調査は、研究協力を依頼した市の承諾を得た上で行われた。調査対象に対しては、質
問紙郵送の時に、以下の内容について説明した文章を同封した。  
① 研究の目的・意義を明確に伝えた。  
② 対象のプライバシーを厳守し、本研究以外の目的にデータを使用しない。  
③ データの管理は、研究者自身が特定のパソコンで行い、データが外に流出する可能性
はない。 
④ 研究の発表の際は、データは数値化・平均化して扱い、個人が特定されることはない。  











A・B・C・D・E 市の全公立幼稚園・保育園に通う乳幼児の母親 14434 名を対象として








150 園に配布され、配布総数は 13118 部（内訳：A 市 1011 票、B 市 3309 票、C 市 2718
票、D 市 5115 票、E 市 965 票）である。回収数は 7443 票（回収率 56.7％、内訳：A 市
516 票、B 市 1825 票、C 市 1836 票、D 市 2758 票、E 市 508 票）であった。回収された
調査票から性別と年齢が未記入のものと男性回答者のもの出産年齢が 50 歳以上であった
ものを除き、6950 票（有効回答率 53.0％）を分析対象とした。 
 
本章で扱う調査の一部は、平成 16 年度～18 年度科学研究費補助金基盤研究（B）（2）
カウンセリング法による健康継続行動の遠隔支援システム開発に関する研究－地域住民の
生活習慣病予防と患者および予備軍の支援のために－研究代表者橋本佐由理の研究として













に満足している」、「ときどき自分がてんでだめだと思う」など全 10 項目の 3 件法である。
採点方法は、自己への肯定的評価項目について「大いにそう思う」、「そう思う」、と回答し




目 10 点満点であり、評価基準は、0～6 点は低い、7～8 点は中程度、9～10 点は高いとさ
れる。信頼性と妥当性については、宗像ら（1987）によって検証されている。 





方だ」、「思っていることを安易に口に出せない」など 10 項目の 3 件法である。採点方法
は、「いつもそうである」と回答した場合に 2 点、「まあそうである」と回答した場合に 1
点、「そうではない」と回答した場合に 0 点を与える。得点が高いほど自己抑制が高く、
このような行動特性は、人に嫌われないよう、仲間はずれにならないよう、周りに合わせ













る人」など 10 項目の 2 件法である。採点方法は、「いる」と回答した場合には 1 点、「い
ない」と回答した場合には 0 点を与える。得点が高いほど、周りからの支援を認知できて









で寝込んでいる時に、身の回りの世話をしてくれる人」など 5 項目の 2 件法である。採点
方法は、「いる」と回答した場合には 1 点、「いない」と回答した場合には 0 点を与える。
5 項目 5 点満点であり、得点が高いほど、周りからの支援を認知できていると解釈する。
信頼性と妥当性は、橋本ら（2003）によって検証されている。 





ガティブな態度の 7 項目から成り立っており全 14 項目の 4 件法である。採点方法は、ポ
ジティブな評価項目には「大変そう思う」と回答した場合には 4 点、「そう思う」と回答
した場合には 3 点、「あまりそう思わない」と回答した場合には 2 点、「そう思わない」と
回答した場合には 1 点を与える。一方、ネガティブな評価項目には「大変そう思う」と回
答した場合には 1 点、「そう思う」と回答した場合には 2 点、「あまりそう思わない」と回
答した場合には 3 点、「そう思わない」と回答した場合には 4 点を与える。得点範囲は、
 35 
 
14～56 点であり点数が高いほどポジティブな認知をしているとする。  
 本研究における信頼性係数 Cronbach のα係数は 0.86 であった。 
 36 
 
3）育児体験認知を測定する尺度   
①日頃の子どもの様子 
川井ら（1991）が開発したもので、日頃の子どもの様子をどのように捉えているかを測
定する。「活発である」、「生き生きしている」、「落ち着きがない」などの全 12 項目、4 件
法である。採点方法は、子どもの様子を肯定的に認知する項目については、「あてはまる」
と回答した場合には 4 点、「ややあてはまる」と回答した場合には 3 点、「ややあてはまら
ない」と回答した場合に 2 点、「あてはまらない」と回答した場合には 1 点と採点する。
また、否定的に認知する項目については、「あてはまる」と回答した場合には 1 点、「やや
あてはまる」と回答した場合には 2 点、「ややあてはまらない」と回答した場合に 3 点、「あ
てはまらない」と回答した場合には 4 点と採点する。得点範囲は 12～48 点で計算され、
得点が高いほど日頃の子どもの様子を肯定的に認知していると解釈される。  





全 13 項目の 4 件法である。子どもに対する苛立ち感、子育てに対する見通しのなさ、子
どもに対する気がかりの 3 つの下位尺度から構成される。採点方法は、「ほとんどない」
と回答した場合には 4 点、「ときたま」と回答した場合には 3 点、「しばしば」と回答した
場合には 2 点、「しょっちゅう」と回答した場合には 1 点を与える。得点範囲は 13～52 点
で計算され、得点が高いほど不安が強いと解釈する。基準関連妥当性は自己価値感尺度（宗
像、1987）および特性不安尺度（水口ら、1991）との相関が示されている。 





くほめている」など全 10 項目、4 件法である。採点方法は、「自信がない」と回答した場
合には 1 点、「あまり自信がない」と回答した場合には 2 点、「まあ自信がある」と回答し









































第 6 節 分析 
 本対象者全体の自己イメージ、他者イメージ、妊娠・出産トラブル体験記憶や育児体験




























範囲は 2 人から 12 人であった。平均人数は 4.4（±1.2）人であった。 
 
④子どもの人数 
範囲は 1 人から 9 人であった。平均人数は 2.0（±0.8）人であった。 
 
 









最小値 最大値 平均値 SD
本人年齢(歳） 18 50 34.01 4.71
配偶者年齢（歳） 20 64 36.15 5.51
家族人数(人） 2 12 4.38 1.24





対象の自己価値感の平均点は 5.57（±2.56）点、中央値は 6 点であった。尖度は-0.82 で
あり、また歪度は-0.16 であることから正規分布が示された。自己抑制型行動特性の平均




対象の情緒的支援認知の平均点は 7.92（±2.96）点、中央値は 10 点であった。尖度は-0.82
であり、また歪度は-1.40 であることから正規分布は示されなかった。手段的支援認知平
均点は 3.99（±1.44）点、中央値は 5 点であった。尖度は-0.78 であり、また歪度は-1.36
であることから正規分布は示されなかった。幼少期の養育認知の平均点は 39.96（±7.16）





小値は 15 点、最大値は 48 点であった。尖度は-0.09 であり、また歪度は-0.32 であること
から正規分布が示された。育児不安感の平均値は 22.87（±5.95）点、中央値は 22 点であ
った。最小値は 13 点、最大値は 50 点であった。尖度は 0.30 であり、また歪度は-0.20 で
あることから正規分布が示された。育児自信感の平均値は、26.92（±4.12）点、中央値は
27 点であった。最小値は 10 点、最大値は 40 点であった。尖度は-0.20 であり、また歪度









対象の妊娠・出産トラブル体験記憶の平均値は 1.74（±1.55）点、中央値は 1 点であっ
た。最小値は 0、最大値は 16 であった。尖度は 2.7 であり、また歪度は 1.2 であることか
ら正規分布をしていなことが示された。 
 




最小値 最大値 平均値 中央値 SD
自己イメージ 自己価値感 0 10 5.57 6 2.56
自己抑制型行動特性 0 20 9.32 9 3.32
他者イメージ 情緒的支援認知 0 10 7.92 10 2.96
手段的支援認知 0 5 3.99 5 1.44
幼少期の養育認知 14 56 39.96 40 7.16
育児体験認知 日頃の子どもの様子 15 48 38.37 39 4.83
育児不安感 13 50 22.87 22 5.95
育児自信感 10 40 26.92 27 4.12
最小値 最大値 平均値 中央値 SD













































自己価値感 -.044 ** 1
自己抑制型行動特性 .046 ** -0.33 ** 1
情緒的支援認知 -.023 0.28 ** -0.16 ** 1
手段的支援認知 -.030 * 0.18 ** -0.11 ** 0.60 ** 1
幼少期の養育認知 -.058 ** 0.20 ** -0.06 ** 0.20 ** 0.17 ** 1
日頃の子どもの様子 -.060 ** 0.30 ** -0.10 ** 0.20 ** 0.13 ** 0.17 ** 1
育児不安感 .098 ** -0.48 ** 0.26 ** -0.22 ** -0.16 ** -0.19 ** -0.43 ** 1











平均値 SD 平均値 SD
自己価値感 5.74 ± 2.54 5.52 ± 2.57 3.03 p<.05
自己抑制型行動特性 9.09 ± 3.26 9.39 ± 3.34 -3.21 p<.01
情緒的支援認知 7.92 ± 2.98 7.92 ± 2.96 0.00 n.s.
手段的支援認知 4.02 ± 1.42 3.98 ± 1.44 0.87 n.s.
幼少期の養育認知 40.15 ± 7.14 39.90 ± 7.17 1.19 n.s.
日頃の子どもの様子 38.71 ± 4.69 38.26 ± 4.86 3.24 p<.001
育児不安感 22.08 ± 5.68 23.12 ± 6.02 -6.06 p<.001







第 8 節 考察 
1) 対象者の基本属性について 
 母親の平均年齢は 34.03（±4.72）歳であった。全国の第一子の出産年齢が平均 29.7 歳
である（厚生労働省 平成 21 年度）。本研究の対象の子どもの年齢は 0～6 歳であるため、
出産した際の年齢を考えると、未就学児をもつ母親の年齢は平均的ではないかと考える。 
2) 対象者の自己イメージ、他者イメージ、育児体験認知の実態について 



























































































































仮説 3． 育児体験認知と自己イメージは関連している。  

















繋がる(Pnag et al., 2008)との報告や、過去の妊娠・出産に満足していない母親は満足して








































































質問紙発送は 2009 年 9 月から 10 月に実施した。カルテデータとの照合は、2009 年







対象は A 県 Y 医院において過去 5 年間（2004 年～2008 年）に出産した母親 713 名で
あった。調査票の配布総数は、乳幼児数分の 1316 部であった。回収数は 702 票（回収率
53.7％）であった。回収された調査票には性別と年齢が未記入のもの、また父親が回答し
たものがあり、有効な調査票は 690 票（有効回答率 51.6％）であった。さらに、その中で、
分娩中に救急搬送された 8 名の母親はカルテ照合が不可能なため除き、682 票を分析対象
とした。 
2009 年調査に協力いただいた Y 医院で出産された乳幼児をもつ母親 713 名については
2010 年 6 月から 9 月に同内容の調査を行った。対象者一人一人の調査結果を追跡できる
よう、2009 年の調査票と同じ対象者であることが識別できる番号を封筒の内側に書き記し
た上で 2010 年調査票を配布した。2010 年の前向き調査の対象者への配布総数は 691 部（回
収数 356，回収率 51.5％）であった。 
また、分析対象者の妊娠・出産期におけるカルテデータを比較するために調査票を配布
した中の住所不定以外の未返答者 386 名を比較対象とした。 





たデータ、平成 21 年度筑波大学ステップアップ支援経費 愉しい育児のためのストレス
マネジメントプログラムとコーチャー育成システムの開発－研究者代表者橋本佐由理の研





































































































表 2-1 妊娠・出産にまつわるマイナー・メジャートラブル体験  
 
５．妊娠・出産トラブル体験記憶 
妊娠・出産トラブル体験 18 項目（表 2-2）について、「ある/なし」で回顧法により回答
を求めた。 
        





























































なお統計ソフトは SPSS ver.21 を使用し、有意水準を５％未満とした。  
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第 7 節 結果 
Ⅰ回収状況 
送付数 1318 のうち宛先不明で戻った調査票は 227 票であった。それ以外の理由で、未
回収数は 347 票(26.4％)であった。 
Ⅱ対象者の属性の特徴 
2-1 対象者の年齢 
出産時の年齢は平均 31.5 歳(±4.4)であった。また、35 歳以上出産のものは全体の 23.6％
であった。 
2-2 在胎週数 














初産婦は 30 時間未満、経産婦で 15 時間未満が正常とされることからほとんどの産婦が正
常時間内に出産していた。 
2-8 分娩時出血量 





















平均値 SD 最小値 最大値
出産年齢(歳) 31.47 ± 4.39 15 46
在胎週数（週） 39.21 ± 1.41 30 43
出生児体重（g) 2978.73 ± 358.70 1910 4100
アプガースコア1分後 8.99 ± 1.21 3 10
アプガースコア５分後 9.73 ± 0.69 5 10
分娩所要時間(分) 791.75 ± 956.49 35 6748






















平均値 SD 平均値 SD
自己価値感 6.77 ± 2.41 5.57 ± 2.56 -12.25 p<.001
自己抑制型行動特性 8.91 ± 3.29 9.32 ± 3.32 3.09 p<.005
情緒的支援 8.74 ± 2.37 7.92 ± 2.96 -8.16 p<.001
手段的支援 4.40 ± 1.06 3.99 ± 1.44 -9.21 p<.001
幼少期の養育認知 40.20 ± 7.67 39.96 ± 7.16 -0.79 n.s.
日頃の子どもの様子 40.35 ± 4.46 38.37 ± 4.83 -10.83 p<.001
育児自信感 29.07 ± 4.35 26.92 ± 4.12 -12.85 p<.001























表 2-6 カルテデータと記憶とのグループ分け表 
  カルテデータ 想起された認知 
1. あり あり 
2. あり なし 
3. なし あり 
4. なし なし 
 
以上の 4 群において各尺度において一元配置の分散分析をおこなった。  
その結果、測定尺度の自己価値感、自己抑制型行動特性、情緒的支援認知、手段的支援認
知、幼少期の両親認知、日頃の子どもの様子に関しては各群ごとに有意な差はみられなか
平均値 SD 平均値 SD
アプガースコア１分後 8.99 ± 1.21 9.02 ± 1.10 0.45 n.s.
所要時間（分） 791.75 ± 956.49 821.69 ± 1068.96 0.47 n.s.
出血量（ｍｌ） 433.77 ± 314.54 440.39 ± 304.97 0.33 n.s.
妊娠・出産のトラブル（件） 1.35 ± 1.17 1.11 ± 1.01 -3.54 p<.001
返信なし群



















平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
自己価値感 6.64 ± 2.41 6.84 ± 2.42 6.67 ± 2.60 6.95 ± 2.20 0.45 n.s.
自己抑制型行動特性 8.99 ± 3.15 9.00 ± 3.49 8.96 ± 3.39 8.55 ± 3.48 0.33 n.s.
情緒的支援認知 8.65 ± 2.42 8.98 ± 2.22 8.70 ± 2.70 8.68 ± 2.31 0.73 n.s.
手段的支援認知 4.43 ± 1.06 4.50 ± 0.85 4.21 ± 1.26 4.32 ± 0.15 1.75 n.s.
幼少期の養育認知 40.49 ± 7.41 40.29 ± 8.09 40.25 ± 8.09 38.40 ± 6.36 1.35 n.s.
日頃の子どもの様子 40.35 ± 4.45 40.47 ± 4.48 40.37 ± 4.42 39.92 ± 4.69 0.23 n.s.
育児不安感 20.98 ± 5.93 19.70 ± 5.38 21.45 ± 6.43 20.03 ± 4.48 2.78 p<.05 b<c
育児自信感 28.92 ± 4.37 29.86 ± 4.23 28.50 ± 4.38 28.82 ± 4.53 2.61 p<.05 b>c
F値 有意水準 多重比較
カルテ・記憶ともにあり群：a カルテなし・記憶あり群:c カルテ・記憶ともになし群:d














平均値 SD 平均値 SD
自己価値感 6.99 ± 2.41 6.93 ± 2.68 0.13 n.s.
自己抑制型行動特性 8.94 ± 3.29 8.65 ± 3.42 0.50 n.s.
情緒的支援認知 9.06 ± 2.18 8.30 ± 3.07 1.56 n.s.
手段的支援認知 4.49 ± 0.97 4.13 ± 1.35 1.70 n.s.
日頃の子どもの様子 40.39 ± 4.98 40.02 ± 4.56 0.44 n.s.
育児不安感 19.60 ± 5.99 20.18 ± 5.78 0.56 n.s.
育児自信感 30.37 ± 5.06 28.16 ± 4.39 2.67 p<.05
カルテなし・記憶あり群
(n=82) (n=55) ｔ値 有意水準
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仮説 1． 妊娠・出産の記憶と自己イメージとは関連がある。  
 
 仮説 2． 妊娠・出産の記憶、自己イメージおよび育児体験認知を取り入れた構造モデ
ルで、それらの関連性が説明できる。  
 


















２）前向き調査の対象は研究Ⅱと同じ対象者である。A 県 Y 医院において過去 5 年間（2004
年～2008 年）に出産した母親 713 名については、2010 年 6 月から 9 月に同内容の調査を
行った。対象者一人一人の調査結果を追跡できるよう、2009 年の調査票と同じ対象者であ
ることが識別できる番号を封筒の内側に書き記した上で 2010 年調査票を配布した。2010
年の前向き調査の対象者への配布総数は 691 部（回収数 356，回収率 51.5％）であった。
分析対象者は 341 名であった。 
   















最小値 最大値 平均値 SD
本人年齢(歳） 24 50 35.80 4.15
配偶者年齢(歳） 24 60 37.60 5.43
家族人数(人） 3 9 4.33 1.26









本研究における信頼性係数 Cronbach の α 係数は、0.91 であった。 
②手段的支援ネットワーク 
研究Ⅰと同じである。 





本研究における信頼性係数 Cronbach の α 係数は 0.76 であった。 
②育児不安感 
研究Ⅰと同じである。 
本研究における信頼性係数 Cronbach の α 係数は 0.85 であった。 
③育児自信感 
研究Ⅰと同じである。 



















 2009 年度に調査した自己価値感の得点により 3 群に分け、2010 年度の育児体験認知と
の関連を群間差での比較検証をおこなうために一元配置分散分析を実施した。 
  
分析には統計ソフト SPSS ver.21 と Amos ver.21 を用い、有意水準を５％未満とした。  
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2009 年調査の自己価値感得点を 3 分位で低群・中群・高群の 3 群に群分けした。一元
配置分散分析により、3 群の 2010 年調査時点の各尺度値の平均値の差を検定したところ、
全ての尺度で有意な差が認められた。  
 2009 年に自己価値感が高い者は、2010 年調査時点で日頃の子どもの様子を肯定的に認
知しており（p<.001）、育児不安感は低く（p<.001）、育児自信感が高かった（p<.001）。 
 





2010年度調査 平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
日頃の子どもの様子 41.86 ± 4.26 40.32 ± 3.93 38.47 ± 5.12 15.78 p<.001 a>b>c
育児不安感 17.45 ± 3.94 19.08 ± 3.90 23.27 ± 6.92 37.30 p<.001 a<b<c



































































仮説 1． 妊娠・出産の記憶と自己イメージとは関連がある。  
否定的な妊娠・出産の記憶は、自己イメージへ負の影響があった。  
 


































かにより、育児ストレスなどを引き起こしやすくなるとの見解 (Mercer, 1981; 
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